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平成 18 年度 第５回(仮称)あしや市民活動センター設立準備会議 会議要旨 

 

日時 平成 19 年 2 月 8 日（木） 15：00～17：00 

場所 芦屋市役所 北館４階 第７会議室 

出席者 副委員長 国枝 哲男 

委 員 海士 美雪・今村 千顕・宮平 太・大橋 義裕 

 

欠  席 外園 一人・上野 義治・加藤 純子 

 

事 務 局 福島市民参画課主査 

会議の公表 ■公 開      □非公開      □部分公開 

 

＜非公開・部分公開とした場合の理由＞ 

 

傍聴者数 ０  人 

 

１ 議題 

(1) 報告 

①市民参画・協働推進事業予定について 

②パブリックコメントの結果について 

③芦屋市の市民参画及び協働の推進に関する条例(案)について 

  

   (2) (仮称)あしや市民活動センターについての意見交換 

 

 

２ 審議内容 

 

(事務局) 

○ 各市(寝屋川市・高槻市・川西市・箕面市・池田市)の調査結果及び資料説明 

 

 寝屋川市のセンターでは貸し部屋はしていない。 

高槻市は，小学校の余裕教室を使っているが,セキュリティの問題もあり市民が入りにくい。

川西市は,男女共同センターと併設。施設も複合施設で３階以上は住宅。参画の条例はない。 

箕面市は,新しいショッピングセンターの中で,場所自体が大変活気があった。 

池田市も複合施設で,南館は福祉公社。北館の１階が男女共同参画センターで,２階が市民参

画センター。駅前の商店街の中で,駐車場はない。運営団体は,条例で規定されている。 

 

(副委員長) 

 今後の芦屋の在り方を考える上で，どこが参考になったか。 

 

(事務局) 
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 ５ヶ所廻った感想と芦屋を比べたら，芦屋の場合は市の庁舎周辺で考えているので地理的に

は良いと思う。ただ，どんな成り立ちでこのセンターができるのかについて，もっと市民にＰ

Ｒしていかなければと思う。箕面は，ファッションビルにあるので，若い人や子ども連れのお

母さんが集まっていた。芦屋も地の利を生かしてはと思う。指定管理を受けた皆さんは，指定

管理を受けた後で成果を問われる事を大変気にしている。だから，入館者などを把握しながら，

数字を挙げながら成果を出していかないと。 

 また，利用時間だが，夜遅くまで開けていても，夜間の利用者は少ないので光熱水費がもっ

たいない。池田は，ＮＰＯの相談日を決めていたが，来ないので「いつでも」に変えた。箕面

でも，施設の利用時間に合わせて夜１０時まで開けているが，夜はあまり人が来ないと言って

いた。 

 

(委員) 

各市とも利用者の数とか来館者数について各市ごとバラバラになる。利用者のカウントにつ

いては，チラシを置く件数をカウントしているかとか，会議室の利用件数とか，視察の件数・

ボランティア相談の数とか。来館者をどうカウントするかは，実績として反映させるのなら方

法を考えておかないと。 

 

(事務局) 

 ソフト面で大事なのは，団体交流の在り方。箕面は，「ＮＰＯホットミーティング」で，井戸

端的なもの。池田は，初め「団体ミーティング」という名前でやっていたが，あまり人が来ず

にメンバーも固定してきたので「井戸端会議」と名前を変えてワークショップ形式にすると，

学生も来たし，いろんな人が来るようになった。団体間の交流の方法論が大事だ。 

 また，平行して庁内体制を作っていかないと。箕面では，パートナーシップ委員制度が昨年

６月にできて，各課２人計２８人で庁内での勉強会をやっていて，「ＮＰＯホットミーティング」

に毎回２，３人が参加している。センターができたら，やはり市民活動に関して行政と市民の

インターフェイスにならないと。また，庁内でもセンターに収斂する仕組みを作らないと。市

民は期待しているけど，庁内はバラけているというのだったら，中々効果は上がらない。 

 池田の場合は，センターができて軌道に乗ったら市民活動の促進課がなくなった。各課がそ

れぞれ，センターに相談に来る。センター側に，行政関係の人が一人もいないのも問題だ。 

 

(副委員長) 

 スタッフ構成はどうだったか，箕面は何か規模が大きいようだが。 

 

(事務局) 

箕面は，センター長１名・常勤は９名で有償ボランティアを含めて１５～１６人で廻してい

る。夜１０時までで，ビルの休館日に合わせているので，休館日は年末年始だけである。指定

管理者の運営しているＮＰＯからは，開館時間と休館日について不満がある。 

 

(副委員長) 

川西の運営は，行政の方だけですか。 

 

(事務局) 
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ＮＰＯはいない，一部福知山線の事故の関係で特例として机を置いている場所はある。相談

は相談員が対応して，後は貸し館だけ。 

 

(副委員長) 

社会福祉協議会との関係は。 

 

(事務局) 

全体として，まとめられているといった傾向は無い。どことも住み分けが行われているよう。 

 

(副委員長) 

地縁団体及び自治会との関係は。 

 

(事務局) 

あまりないようだった，また大阪府下は，自治会はあるが，自治会連合会はないようだった。 

 

(委員) 

５ヶ所廻ってみて，気楽さは感じられたか。 

 

(事務局) 

箕面はショッピング街の中なので気楽に寄れる。また，池田・川西については駅近，寝屋川

も市民会館の中にあるので他の用のついでに来る人も多い。どこも，口コミで利用者が増えて

いる。 

 

(副委員長) 

他に何かありませんか，特になければ次の第２回意見交換会についての協議に入ります。今

回は委員長の名前で案内を送る事になっていたが，もう送ったか。 

(事務局) 

 発送の準備はしているが，前回の議事録を同封してはと思っているので，もう少し時間 

がかかる。 

 

(副委員長) 

 昨日，ＩＳＯ２６０００についての説明会があり，その時「情報はすぐ発信しないとい

けない」という事を感じた。情報が行くべきところに行かないと。口コミでも，いろん

な人に来てくださいと広めていかないと。とりあえず案内を送らないと。ホームページ

はどうなっています。 

 

(事務局) 

 センターが開設すればセンターでできるが，市のホームページには直ぐには載らない。 

意見交換会のホームページへのアップは，２月１５日でパブリックコメントの報告と一

緒になる。 

 

(副委員長) 
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 周りから意見交換会について，何も情報がないと言われている。直ぐに発送する方が良

い，また知り合いにも発信できる体制を。 

 

(事務局) 

 もっと，広報活動に力を入れたい。「楽しく，始まるよ」というのを分かって貰えるよう

にしたい。 

 

(副委員長) 

 案内は色紙で。 

 

(事務局) 

 それは出来る。 

 

(副委員長) 

 センターの位置付けについて，概要を配ってはどうか。 

 

(委員) 

 ワークショップ形式でやってはどうか。５人位に分けて,そこに委員を一人ずつ加えたら。 

 

(委員) 

 今日配られた各地のヒアリング報告や概要を元に論議しては。 

 

(副委員長) 

 センターに必要な項目とか条件はあるので,グループで具体的に考えてもらったら良い。 

２７日に決めなければいけない事と,次にまわせる事をハッキリさせないと。 

 

(事務局) 

 利用時間や休館日も決めてもらったら良い。 

 

(副委員長) 

 ２７日,大方の市民の意見が出てくると思う。でも,まだ２７日に来られない人がいる。

いつまで聞いて行くかだ。９月末までにＮＰＯを取得しなければということになると,メン

バーの顔ぶれや,どんなＮＰＯにするのかを５月までに決めていかないと駄目。４月か５月

に一気に話を進めないと。 

 

(事務局) 

 そのスケジュールで行くと,広く芦屋市民に関わってもらわないといけないが,何度呼び

掛けても来ない人は来ないので,いつを期限とするか決めないと。 

 どこのセンターに行っても,人はいないのに合計するとかなりの利用がある。情報は皆に

知って欲しい,知ったら協力してくれる。 

 

(副委員長) 
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 社会福祉協議会の組織として,この動きに対して何かあるか。 

 

(委員) 

 今のところ動きはない。来週,役員会に対して報告したいと思っている。意見をもらい,

社協としての対応について考えて行きたい。 

 

(副委員長) 

 自治会連合会としての取り組みは。 

 

(委員) 

 認識はあまりされていない。 

 

(事務局) 

 来週, 自治会連合会の三役会があるので連絡する,また２４日に研修会があるので,その

場でＰＲしたい。 

 

(副委員長) 

 とりあえず，センターについて知ってもらう事だ。センターに集まってくる人たちに，

もう少し魅力を持たせるために，ＮＰＯ的な話をする機会を設けるということで，こんな

話をしますよと，ＮＰＯ活動について話をするとか，人寄せ的なイベントをやってみては。 

 

(事務局) 

 何か魅力のある出し物を。プレイベントや立ち上げイベントなりを作り上げて行くこと

で，まとまって行くのでは。そこから，交流がはじまる。 

 

(副委員長) 

 センターの日程はどうなっているのか。 

 

(事務局) 

 ４月当初は組織改正とセンターへの引越しや，市民参画課が担当している「さくらまつ

り」がある。事務局としては，遅いほうが良いが。 

 

(委員) 

 変に連休を挟むと活動が中断するかもしれないので，とりあえず連休明けのオープンを

予定してみてはどうか。 

 

(副委員長) 

 では，とりあえず５月の連休明けという事で目標設定するが，日程が繰り上がるような

ら，前倒ししていけば良い。 

 

(委員) 

 ２７日については，皆関心があるのは業務内容について。それによって利用時間も決ま
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ってくる。それと，備品がグループにとってのメリット。 

 

(委員) 

 運営協議会とＮＰＯの関係は，理事者側と執行機関になるのか。 

 

(副委員長) 

 運営方針の中でＮＰＯに任せるけれど，運営協議会のメンバーについては，広く求める。 

 

(事務局) 

今後の予定 

・ 第６回（仮称）あしや市民活動センター設立準備会議 

日時  平成１９年２月２２日（木）１５時～１７時 

場所  芦屋市役所 北館４階第７会議室 

 

・ 第２回（仮称）あしや市民活動センターについての意見交換会 

日時  平成１９年２月２７日（火）１４時～１６時 

場所  芦屋市役所 分庁舎２階大会議室 

 

（副委員長） 

 次回の準備会議は，第２回の意見交換会の運営について論議したいと思います。 

本日の会議は以上で終了します。 


